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（１）第1回委員会説明資料
（一部加筆）

資料１
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第１回 第２回 第３回 第４回

実地
調査年 S48 S59 H9 H24

調査
地域

熊本市を中心とする
1市9町

熊本市を中心とする
2市18町1村

熊本市を中心とする
2市14町1村

熊本市を中心とする
5市6町1村

都市圏
人口 約57万人 約87万人 約98万人 約104万人

交通計画
の方向

(基本方針)
－

1.広域交通への対応 2.都市圏内骨格交通軸
の形成 3.生産・流通拠点の連携確保 4.都
市軸の活力向上 5.生活拠点の進展への対応

1.都市圏構造を形成する交通体系の形成
2.公共交通の有効利用による適正な機能分担
3.効率的な道路・街路網の整備 4.基礎的な交

通手段である徒歩、自転車利用の促進 5.交通
手段の連携 6.交通需要の適正化

「転換」「連携」「再構築」によるベストミックス
・過度に自動車利用に依存してきた交通体系を見直
し、住民意識の転換や関係市町村の広域連携のもと、

地域特性に応じた公共交通ネットワークや道路空間
の再構築により、利便性と効率性を兼ね備えた新たな
交通体系（ベストミックス）を構築

主
な
提
案
施
策

道
路

・都市内幹線道路：

①九州縦貫道 ②熊本北バイパス

③熊本東バイパス ④菊陽バイパス

・都市内幹線街路：

⑤近見沖新線 ⑥熊本駅北部線

⑦熊本駅新外線 ⑧新外秋津線 など

<長期的構想>

・船場神水線、野口清水線、本荘御幸線 など

・西回り道路（仮称）、熊本駅池上線、
保田窪菊陽線、御領秋津線、国道３号
（植木、富合工区）、国道５７号（大

津～阿蘇間） など

・骨格幹線道路：熊本環状道路、熊本天
草幹線道路、中九州横断道路、有明海
沿岸道路

・幹線道路網・街路：(都)上熊本細工町線、
春日池上線、(仮)新水前寺帯山線

・2環状線11放射道路網

<環状道路>

・(都)上熊本弓削線、(都)池田町花園線、熊
本西環状道路、国道57号熊本東バイパス

など

<放射道路>

・国道3号植木バイパス、中九州横断道路、熊
本天草幹線道路、有明海沿岸道路 など

公
共
交
通

・熊本駅～都心部、東部地区の専用軌道化

・バスターミナル

（熊本駅、水前寺駅通り、健軍付近）

・バスターミナルを中心とするバス路線網の再編

・水前寺駅のターミナル化

<長期的構想>

・豊肥本線と熊本電鉄を結ぶ鉄道

・新駅の設置

（東海学園前駅、近見駅、熊本工大前駅、

新水前寺駅(市電との乗り継ぎ利便性向
上含む)、弓削駅、楠駅）

・市電の地下化

（交通局前～熊本駅前、水道町前～藤

崎宮前）

・連続立体化

（鹿児島本線、豊肥本線）

・ターミナル（熊本駅、神水）

・新たな基幹公共交通ネットワークの整備

（熊本空港方面、熊本港方面、帯山・長嶺

方面 など）

・市電のLRT化

・熊本電鉄の高機能化

（車両のLRV化）

・相互乗り入れ

（JR・熊本電鉄・市電）

・バス専用レーン、公共交通優先信号、バス
接近表示システムの整備

・乗り継ぎ割引制度の導入 など

・基幹公共交通8軸の整備

<熊本市電>

・既存区間の機能強化

（多両編成化 など）

・延伸

（益城･空港方面、田崎城山方面 など）

<熊本電鉄>

・既存区間の機能強化

（運行本数 など）

<路線バス>

・乗換拠点整備（各方面） など

（１）これまでの総合都市交通体系調査
2）これまでの総合都市交通体系調査の概要
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熊本都市圏の交通ネットワークの将来像として、公共交通は「放射８方向の基幹公共
交通軸」、道路は「２環状１１放射道路網」を形成することとしている。

（２）現在のマスタープランの概要

【公共交通網ネットワーク：放射8方向の基幹公共交通軸】 【道路ネットワーク：2環状11放射の骨格幹線道路網】
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【中心部】

（３）現在の総合交通戦略（アクションプラン）について

連携パッケージ施策位置図（公共交通×道路） 連携パッケージ施策位置図（公共交通×まちなか交通）

「マスタープラン」の実行計画である、「熊本都市圏総合交通戦略（アクションプラン）
（H30.11）」に基づく施策について、関係者が連携して計画的に推進している。

 

道路  

公共交通  

【中心部拡大】

まちなか交通

公共交通
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【熊本都市圏総合交通戦略施策の進捗管理表】

（３）現在の総合交通戦略（アクションプラン）について

○総合交通戦略に基づく施策は、毎年、関係機関とともに進捗状況を確認。
○短期施策及び総合交通戦略の完了後、成果指標の達成状況を確認しながら評価。



※その他「実施検討施策」が7施策 （ ）完了施策

総合交通戦略の特徴

１ 短期 （２０２０年度（Ｒ２）までに完了する施策）

２ 中期 （２０２３年度（Ｒ５）までに完了する施策）

３ 中長期（２０２５年度（Ｒ７）までに完了する施策）

４ 以降 （２０２６年度（Ｒ８）以降に継続する施策）

5

公共交通

道 路 まちなか
交通

連携

相乗
効果

【連携パッケージ】

（１）基本施策の横断的な連携

○横断的・戦略的に組み合わせることで相関的・相乗的
に効果を発揮する施策をパッケージ化

「公共交通」×「道路」
「道路」×「まちなか交通」
「公共交通」×「まちなか交通」

公共交通 道路
まちなか
交通

計

短 期 15（14） 35（29） 7（7） 57（50）

中 期 4（3） 29（3） 15（6） 48（12）

中長期 1（0） 16（0） 4（0） 21（0）

以 降 40（4） 44（3） 8（1） 92（8）

合 計 60（21） 124（35） 34（14） 218（70）

○実施時期は「短期」「中期」「中長期」「以降」

で整理

（２）実施時期 （３）実施施策

【連携パッケージのイメージ】

（３）現在の総合交通戦略（アクションプラン）について
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No.120 県道熊本高森線
（（都）熊本駅城山線）の整備

No.193 熊本駅白川口駅前広場の整備

No.6 No.192 桜町バスターミナルの整備

No.199 シンボルプロムナード等の整備

No.86 国道266号
（松橋工区 宇城市松橋町松橋 松橋交差点）改良

No.12 交通結節点の整備（松橋駅前広場）

施策の進捗状況（位置図（主な完了施策））

No.65 国道57号（瀬田拡幅 大津町瀬田）整備

No.82 北熊本スマートインターチェンジ整備

No.91 国道266号
（熊本市南区出仲間8丁目～田井島交差点）改良

No.105 県道熊本嘉島線（上仲間工区 嘉島町上仲間）整備

No.39 電停の改良（辛島町電停）

No.201 ｻｲｸﾙ＆ﾗｲﾄﾞ用の駐輪場整備（熊本駅）
No.203 市道子飼本町大江6丁目第1号線

（熊本市中央区大江渡鹿交差点～子飼橋）
自転車走行空間整備

凡例

6

短期に完了する施策

中期に完了する施策

中長期以降に継続
する施策

No.197 市電軌道の緑化
（花畑町電停～辛島町電停）

（３）現在の総合交通戦略（アクションプラン）について
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区分

年次
申請取消者数

経歴証明書交付
件数

申請取消者数
経歴証明書交付

件数
申請取消者数

経歴証明書交付
件数

H20年 6 0 85 6 91 6

H21年 11 0 173 72 184 74

H22年 16 1 502 163 518 164

H23年 41 4 799 221 840 225

H24年 77 53 1,271 698 1,348 751

H25年 96 70 1,527 1,002 1,623 1,072

H26年 140 99 1,995 1,344 2,135 1,443

H27年 165 120 2,773 1,788 2,938 1,908

H28年 167 113 3,492 2,341 3,659 2,454

H29年 219 169 4,594 2,991 4,813 3,160

H30年8月 93 60 3,481 2,240 3,574 2,300

～６４歳 ６５歳～ 合計

（４）今回調査の計画課題や状況変化

1）人口減少・少子高齢化の進展

●令和2年には減少。将来的にも減少

●高齢化率の増加（7.4万人増）

2）高齢者の運転免許証自主返納

●県内高齢者の運転免許証自主返納申請者数

は増加傾向

103.36

105.7
107.15

108.55
109.6 109.36 109.07

107.96
106.36

104.11

101.35

90

95

100

105

110

115

120

H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

現
況
及
び
将
来
人
口(

万
人)

現況値 推計値

▲熊本都市圏の現況及び将来人口

(資料)各年国勢調査/国立社会保障・人口問題研究所

▲熊本都市圏の年齢層別人口の推移

(資料)各年国勢調査/国立社会保障・人口問題研究所 ※令和27年は推計値
▲熊本県の運転免許自主返納申請者数の推移

(資料)高齢者の運転免許自主返納(H30)より（熊本県警察本部運転免許課）

← 前回第4回PT調査
時点の状況 →
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115,268

119,239

106,288

98,852
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66,729
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年
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平
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年
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年
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年
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平
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年
度

平
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年
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年
度

平
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年
度

平
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年
度

平
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年
度

平
成28
年
度

平
成29

年
度

平
成30

年
度

令
和
元
年

令
和2

年

年
間
輸
送
人
員
（
千
人
）

1,671
1,766 1,765

1,917
1,987

2,144
2,286

2,174

1,822 1,770

1,098

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平
成2

2

年
度

平
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3

年
度

平
成2

4

年
度

平
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年
度

平
成2

6

年
度

平
成2

7

年
度

平
成2

8

年
度

平
成2

9

年
度

平
成3

0

年
度

令
和
元
年
度

令
和2

年
度

年
間
輸
送
人
員
（
千
人
）

（４）今回調査の計画課題や状況変化

3）路線バス利用者の減少

●路線バス利用者は長期間にわたって減少傾向

▲熊本電気鉄道の年間輸送人員の推移▲熊本県の乗合バス年間輸送人員の推移

(資料)熊本県地域公共交通計画（R4.3）（九州運輸要覧）より

4）鉄道利用者の減少

●熊本地震後の利用者の減少

(資料)熊本県統計年鑑より

前回第4回PT調査
時点の状況 →

← 前回第4回
PT調査時点
の状況 →

H28年熊本地震
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984 984

903
890

873

922

800

825

850

875

900

925

950

975

1,000

2015年度

(H27)

2016年度

(H28)

2017年度

(H29)

2018年度

(H30)

2019年度

(R1)

2020年度

(R2)

(人)
運転士の推移(５社合計)

924 954
1,019 1,029

1,090 1,088 1,103 1,071 1,109 1,108 1,101

674

1,090 1,127
1,200 1,212

1,278 1,303
1,409

1,547
1,595 1,595 1,577

979

0
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1,000
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0
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1,000
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2009年

（H21）

2010年

（H22）

2011年

（H23）

2012年

（H24）

2013年

（H25）

2014年

（H26）

2015年

（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

（百万円）（万人） 乗車人員 運賃収入

（４）今回調査の計画課題や状況変化

5）市電利用者の減少

●市電乗車人員・運賃収入ともに急激に減少

▲乗車人員と運賃収入の推移
(資料)熊本市交通局

前回第4回PT調査
時点の状況 →

6）バス運転士の推移

●バス運転士数は減少傾向

▲共同経営交通事業者の運転士の推移

H28.2運賃改定
150円→170円

(資料)共同経営推進室

※２０２０年度は状況が改善したように見えるが、これは新型コロナウイルスの影響で稼働が減少した
貸切バス、都市間高速バスの運転士が路線バスの運転業務に従事したことによるものであり、定員数
９１６名に対し３５名不足（２０２１年３月末時点）するなど運転士不足の状況は続いている。
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（４）今回調査の計画課題や状況変化

7）タクシー運転士の推移

●タクシー運転士の数は減少傾向

(資料)一般社団法人 熊本県タクシー協会

▲熊本県内のタクシー運転者証（事業者乗務証）交付数の推移

8）自動車需要の増加

703.8 
712.6 716.4 717.4 

720.3 723.2 
731.6 

740.3 
750.2 

757.6 
765.2 

779.3 
788.7 

795.1 797.2 
802.3 

550

600

650

700

750

800

850

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

熊
本
都
市
圏
の
自
動
車
保
有
台
数
（
千
台
）

●熊本都市圏の自動車所有台数は増加傾向

(資料)自動車保有車両数、軽自動車車両数 ※熊本都市圏の合計

▲熊本都市圏の自動車所有台数の変化

← 前回第4回PT調査
時点の状況 →

※各年度10月末時点の運転者証（事業者乗務証）交付数を集計
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（４）今回調査の計画課題や状況変化

9）熊本市に集中する交通渋滞

(資料)熊本都市道路ネットワーク検討会資料、
熊本県交通渋滞対策協議会資料（R3.8.27）より

H30解除

●県内渋滞箇所の大部分が熊本市に集中

●熊本市の渋滞箇所数は全国の政令指定都市でワースト１位

180

（59％）
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滞
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303

※3大都市圏に該当する政令指定都市（東京、大阪、名古屋）は除いて集計

▲全国政令指定都市の渋滞箇所数（主要渋滞箇所）・密集率

(資料)熊本都市道路ネットワーク検討会資料、
熊本県交通渋滞対策協議会資料（R3.8.27）より
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（４）今回調査の計画課題や状況変化

10）都市圏北東部交通需要の増加

(資料)平成22年度、平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査(OD調査) 

●熊本都市圏内の自動車交通流動は増加傾向

●熊本市と合志市・菊陽町・大津町との結びつきが強い
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（４）今回調査の計画課題や状況変化

12）大規模な産業立地動向

●菊池南部地域での大規模企業の進出

(資料)広報 きくよう

(資料)熊本県広報紙「県からのたより」

11）新たな計画の策定

●新広域道路交通計画の策定

（資料）熊本県新広域道路交通計画（2021年6月）


